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研究要旨 

 HPVワクチン接種後障害の多様な症状として、頭痛、全身倦怠感、立ちくらみ、運動障害、記

憶障害などの認知機能の異常などを来すとされる。一般にこのような症状を呈した患者を診療

して、鑑別診断に挙がる様々な器質疾患を除外できた場合には functional neurological 

symptom disorder (FNSD)と診断することが多い。当院で診ている HPV ワクチン接種後障害の

患者もワクチン接種歴以外はこの範疇に入る症状を呈している。今回、当科にて診療した 10代

患者を抽出し、FNSD の症状や生活状況について検討した。FNSD と考えられたものは、10 代の

25%にあたる 6例で、男性 3例、女性 3例と男女は同数であった。女性 3例のうち HPVワクチン

接種歴があったのは 2例であった。FNSDの患者は 6例のうち 5例が通学に困難を抱えていた。

FNSD は男女の差なく、全年齢において認められ、決して 10 代に限った疾患ではないが、この

世代の FNSD患者の問題点として通学困難による学習、社会経験の遅れが懸念される。医師と患

者・家族という関係性だけでは不十分で、多職種での介入により、病院や学校・地域との関わ

りを保持する努力が必要である。 

 

 
  

A.研究目的 

 ヒトパピローマウイルス（HPV）ワクチ

ン接種後障害の患者は、新規発症者は殆ど

おらず、現在通院しているのは長期間にわ

たり愁訴に悩まされ日常生活や学校生活に

支障を来している患者である。HPVワクチ

ン接種後障害の多様な症状として、頭痛、

全身倦怠感、立ちくらみ、運動障害、記憶

など認知機能の異常などを来すとされる。

一般にこのような症状を呈した患者を診療

して、鑑別診断に挙がる様々な器質疾患を

除外できた場合にはfunctional neurological 

symptom disorder (Conversion disorder)（以

下：FNSD）と診断することが多い。 

神経内科外来には10代の若い受診者数は少

ないもののある一定数存在し、そのうちの

少なくない頻度でFNSDがみられる。この

中でHPVワクチン接種歴があるものもいる

が、そうでないものもある。HPVワクチン

接種後の症状と、同世代のFNSD患者との

症状の類似点と相違点を明らかにするた

め、症状や生活状況について比較した。 

 

B. 研究方法 

2016年1月から12月までの1年間に当科にて 

診療した10代の患者の診断を抽出し、FNSD 

と診断された症例については、その症状や 

HPVワクチン接種歴、通学・就労状況につい

て検討した。 

 

（倫理面への配慮） 

当研究は基本的には個々の症例について 

記載した症例報告であるため、「人を対象 

とする医学系研究に関する倫理指針」に 

は該当しないと考える。また、個々の症 

例を特定しうる情報を含まないように留 

意した。 

 

C. 研究結果 

2016 年 1 月から 12 月までの 1 年間に当
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科で診療した 10 代の患者は 24 例（男性 13

例、女性 11 例）であった。FNSD と考えら

れたものは、10 代の 25%にあたる 6 例で、

男性 3 例、女性 3 例と男女は同数であった。

女性 3 例のうち HPV ワクチン接種歴があっ

たのは 2 例であった。 

FNSD の主な症状は、一肢の運動麻痺が 2

例、頭痛や腹痛、関節痛などの痛みが 3 例、

意識消失発作が 1 例、体温異常 1 例であっ

た。過眠の訴えは HPV ワクチン接種歴のあ

る 1 例にのみ認められた。FNSD の発症誘因

として、男性 3 名は部活動の人間関係や力

量不足、1 名が家族との死別、1 名が HPV ワ

クチン接種と推測された。 

FNSD の患者は 6 例のうち 5 例が通学に困

難を抱えていた。そのうち 1 例は普通公立

高校を中退して定時制高校に通学していた。

通学困難の主な理由は、痛みや発熱などの

病状が続くため学校に登校できない、夜型

生活や過眠のために朝起床できないため登

校できない、などがみられた。過眠による朝

の起床困難を訴えたものは、ワクチン接種

歴のある 1 例であった。 

ワクチン接種歴の有無による、症状や通学

状況の相違点は認めなかった。 

 
Ｄ．考察 

FNSD は器質的な疾患は認めないものの予

後は良好な疾患ではないとされる。身体症

状の重篤さ、複雑さから日常生活を送るこ

とが困難となる。また、家族や医療者を含め

た周囲の無理解に対して心身ともに苦しむ

ことが多い。FNSD は男女の差なく、全年齢

において認められ、決して 10 代に限った疾

患ではないが、この世代の FNSD 患者の問

題点として通学困難による学習、社会経験

の遅れが懸念される。ワクチン接種後障害

の患者に特徴的な症状としては過眠による

起床困難がみられ、朝からの通学が十分に

できない状況であった。 

 症状軽快しないまま卒業年齢に達した

場合には、進学や就労もできずに、社会的

なつながりが絶たれて家庭に埋もれてし

まうことが危惧される。身体的心理的な側

面だけでなく、社会的な視点からもリハビ

リテーションや認知行動療法、通所サービ

スなどの介入により、病院や学校・地域と

の関わりを保持する努力が必要である。医

師と患者・家族という関係性だけでは不十

分で、多職種での介入が望まれる。 

 
Ｅ．結論 

 10 代の FNSD 患者 6 例について検討を

した。男女は 3 例ずつと同数で、ワクチン

接種歴の有無で症状や通学状況に相違は

認められなかった。 

 
Ｆ．健康危険情報 
    なし 
 
Ｇ．研究発表 
 1.  論文発表 
   なし 
 2.  学会発表 
   なし 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

1. 特許取得 
  なし 
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  なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


